
 

 

Network analyzes in Japan and the United States of criminal science and 

punishmentA Study on Collaborative Research 

－ Identification and characterization of core researchers using centrality 

indicators － 
 

Toma YAMAGUCHI, Yuji MIZUKAMI 

ネットワーク分析による日米の犯罪学・刑罰学分野における 

共同研究に関する一考察 

-中心性指標を用いた中心的研究者の特定と特性の把握- 

日本大学 〇山口冬馬 ・ 日本大学 水上祐治 

 

 

１.はじめに 

戦後の日本では、刑法犯数は増加傾向にあり、

特に1996年以降、毎年のように最多記録を更

新して、2002年には3,693,928件に達した。し

かし、2003年に入り、刑法犯数は減少傾向に

転じ、2015年には1,616,442件にまで減少して

いる[1]。一方、インターネットの普及に伴い、

サイバー犯罪iによる刑法犯数は依然として増

加傾向にあり早急な対策が求められている[1]。 

本稿は、この増加傾向にあるサイバー犯罪に

着目して、この分野の研究の規模を把握する必

要があるとの立場に立ち、日米における犯罪

学・刑罰学とコンピュータサイエンスの関連論

文とその著者を考察するものである。分析では、

論文とその著者を対象として、主にネットワー

ク理論の媒介中心性を用いる。 

分析の結果、日本では、当該研究が進んで

おらず、十分な論文数を収集することができ

なかった。次に、米国では、年別比較にて、

論文数が増加しているが、コンピュータサイ

エンスとの関連論文はなく、サイバー犯罪の

研究が進んでいないことが分かった。 

 

２.研究の目的 

本稿の研究の目的は２つある。まず、インタ

ーネットの普及に伴い、サイバー犯罪による刑

法犯数は依然として増加傾向にあり早急な対

策が求められおり、この分野の研究の規模を把

握する必要があるとの立場に立ち、日米におけ

る犯罪学・刑罰学とコンピュータサイエンスの

関連論文とその著者を考察することがある。 

次に、犯罪学・刑罰学の関連論文の分野を把

握することで、異分野融合度の強化が犯罪の防

止に役立つとの立場に立ち、犯罪学・刑罰学と

他分野の異分野融合の具合を示して考察する

ことがある。 

 

３.分析手法 

本稿では、犯罪学・刑罰学分野における共同

研究において、サイバー犯罪の増加と共にコン

ピュータサイエンスとの結びつきが強くなる

との仮説のもと、犯罪学・刑罰学に関する論文

を収集して分析を施した。 

論文データは、書誌データベースの「Web of 

Science」(以下、WOS)から抽出して、Microsoft 

Excel 2013 の VBA で開発したオリジナル

のツールを用いて、中心的指標による中心的研

究者の特定と特性を把握し、CytoScape Ver. 

3.5.1 で見える化した。 

 

 

 

表2 米国の年別媒介中心性 上位10 

 2002 2009 2016 

1 0.478 0.391 0.628 

2 0.449 0.225 0.442 

3 0.410 0.186 0.209 

4 0.249 0.088 0.199 

5 0.249 0.059 0.161 

6 0.248 0.056 0.158 

7 0.231 0.054 0.158 

8 0.220 0.054 0.145 

9 0.220 0.049 0.089 

10 0.200 0.038 0.085 

 

 

表1 日本と米国の犯罪分野論文傾向 

 2002 2009 2016 

日本 1 2 8 

米国 365 754 1478 
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４．分析結果 

分析の結果、日本では、当該研究が進んでお

らず、十分な論文数を収集することができなか

った。一方、米国は、サイバー犯罪の研究が進

んでおり、十分な数の論文を収集することがで

きた。日米の当該分野の論文数を表１に示す。 

次に、中心性指標を用い、米国における犯罪

学・刑罰学に関する論文の中心的研究者を年代

ごとに表2に示す。 

そして、犯罪学・刑罰学分野の関連研究にお

ける分野間の結びつきを図1に示す。なお、図

1の数字の意味は表3に示す。犯罪学・刑罰学

との結びつきが強い分野として (20)心理学/精

神医学 と (21)社会学、一般 が挙げられる。

また、年別比較では、(20)心理学/精神医学 と 

(21)社会学、一般 の分野が単独で行う研究が

増加していることが挙げられる。 

なお、(5)コンピュータサイエンスとの結びつ

きはなかった。また、犯罪学・刑罰学の論文数

は増加しているが、反対に米国での暴力犯罪数

は減少しており負の関係があった。 

 

5．考察 

本稿では、ネットワーク分析による日米の犯

罪学・刑罰学分野における共同研究に関する

一考察と中心性指標を用いた中心的研究者の

特定と特性の把握を行ったものである。 

まず、最初の特徴として、米国においては

犯罪学・刑罰学の研究が進んでおり十分な論

文情報を集めることができたが、日本におい

ては研究が進んでおらず、十分な論文情報を

集めることができなかった点にある。 

 米国における犯罪学・刑罰学分野における

分析では、心理学/精神医学と社会学、一般と

の結びつきが強いことが分かった。また、年

ごとに比較することで、論文数が増加してい

ることが分かり、暴力犯罪数と負の相関関係

にあることが分かった。 

 今後の研究発展性として 2つ考えられる。 

まず、サイバー犯罪を身近に感じ出した現代

においての犯罪学・刑罰学分野ではコンピュ

ータサイエンスとの結びつきが強まっている

のではないかと考えていたが、結びつきは見

られておらず、今後の研究発展性として考え

られる。そして日本においては、犯罪学・刑

罰学分野の研究が米国より遅れていることが

分かりさらなる研究の必要がある。 
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i 高度情報通信ネットワークを利用した犯罪やコンピュー

タ又は電磁的記録を対象とした犯罪等の情報技術を利用し

た犯罪 

   

2002年 2009年 2016年 

図１ 犯罪学・刑罰学分野における共同研究 

表 3 研究分野 

# 内訳 # 内訳 

1 農学 13 微生物学 

2 生物学＆生化学 14 分子生物学＆遺伝学 

3 化学 15 総合 

4 臨床医学 16 神経科学＆行動 

5 CP 17 薬理学＆毒物学 

6 経済学＆ビジネス 18 物理学 

7 工学 19 植物＆畜産学 

8 環境/生態学 20 心理学/精神医学 

9 地球科学 21 社会科学、一般 

10 免疫学 22 宇宙科学 

11 物質科学 23 芸術と人文 

12 数学   

CP: コンピュータサイエンス 
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